
 

 

 

 

 

 本道における知的障がい教育の充実を目指し、教員の指導力の向上を図るため、参考とな

る資料を作成しました。今号は、「教科別の指導」の特徴や効果的な指導の在り方について理

解するための内容としましたので、参考にしてください。 
 

❑ 「教科別の指導」の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❑ 「教科別の指導」で指導するための工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科別の指導の充実のために② 

令和２年度 知的障がい教育室 

知的障がい教育 
参考資料 

第２号 

≪ここをチェック≫ 
児童生徒が、学習したことの意味を理解し、生活場面に生

かせるよう、具体的な指導内容を設定しましょう。 

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編の「教科別に指導 

を行う場合」には、「生活に即した活動を十分に取り入れつ 
つ学んでいることの目的や意義が理解できるよう段階的に 
指導する必要がある。」と示されています。 
例えば、上記の小学部の算数科の学習であれば、３人の友達 

に５枚のお皿を配って２枚余る計算をしたあと、実際にその活 

動場面を設定したり、給食の配膳の際に応用できることを児童 

が理解できるようにしたりすることが大切です。 
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段階的・発展的に指導する 

 教科は、指導の内容をその性質に応じて分類し、系統立てて組織化したものですので、

「教科別の指導」は、同系列の内容を段階的・発展的に指導するときに有効です。 

【教科の系統性とは】 

 下図は、知的障がい特別支援学校における算数・数学の「Ａ 数と計算」領域の指導

内容の一部です。扱う数字が段階的に大きくなっていることや、数を数えることから加

法や減法に発展的に展開していることなどが分かります。 

学習 

生活場面 

○  ものとものとを対応させるこ

とによって、ものの個数を比べ、
同等・多少が分かること。  

○ 万の単位を知ること。 ○ 1000までの数をいくつかの同じ

まとまりに分割したうえで数えた
り、分類して数えたりすること。  

○  ２位数の加法及び減法について理解
し、その計算ができること。また、そ

れらの筆算の仕方について知ること。  

応用 
（般化） 

小学部 ２段階 中学部 １段階 高等部 １段階 

○  加法及び減法の計算が確
実にでき、それらを適切に
用いること。 

※ 教科の全ての系統について  
示すものではありません。  


